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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstmct

　　The　tota－so1ar　eclipse　on11June1983was　observed　at　Cepu，Centra1Java，where　was

onthecentralhneofthee1ipsepath・Two　instrumentsof11m　horizontaltelescope　and20
cm　aperture　equatorial　telescope　were　set　up　in　order　to　know　the　brightness，po1arization　and

structureofthread－1ike右nestructureofKcoronaandEcorona，andtostudydi仔erentphysica1
coridition　between　an　active　region　and　po1ar　region．

　　P1anning，observing｛nstruments，setting－up，（）bserving　procedure　are　described．　E1ectron

number　density　in　thread－1ike　fne　structurcs　in　an　active　region　of　the　coror－a　was（leriTed　to

be　a㎞ut5×109from　the　corona　taken　at　the　ec1ipse．

1．　序

　1983年6月11日，イソド洋からジャワ，セレベ

ス，ニューギニア島を経て太平洋に至った皆既日

食では，高い解像度でコロナ微細構造の輝度及び

偏光を測定し，コロナを形成している個々の筋状

構造の物理的状態，特に極域と活動域における構

造の差異と磁場の果たす役割を明らかにすること

を目的として，コロナ輝線による単色像と赤色域

連続光による太陽像を連続撮影する計画をたて

た．ここではこれらσ）計画及び実施経過を報告す

る．

　観測は，長焦点距離の光学系を使って解像度の

高い太陽像をコロナ輝線及び連続光で写真撮影す

る方法と，コPナ輝線及び連続光の偏光状態を写

真撮影する方法とで行った．前者には口経30cm

のシーロスタットによって太陽光を口径20cm焦

点距離11mの対物レソズを通して撮影装置に光

を導く水平望遠鏡を用い，後者には口径20cmの

赤道儀式望遠鏡を用いた．

　目食観測は，合焦と適正露出が肝要である．日

食時には気温が下がり，そのため焦点位置が変化

する．従って焦点位置は，皆既直前に合わせなけ

れぼならない．また光球からコPナまでの広い範

囲の輝線変化に対して露出時問や絞りを急速に変

えて，適正な露光を与えるようにしなけれぱなら

ない．そのためには，コンピューターによる制御

も考えねぼならないし，又万一故障のときには，

手動で動作させることも考えておかなけれぼなら

ない．

　日食当日は高積雲にはぼまれ（図1），観測さ

れたコロナ像は，測光可能なデータにならなかっ

たが，雲を通して撮影されたコロナ像を使って，

その筋状構造の幅を求め，モジョケルトで佐藤・

久慈（緯度観測所）が観測したコロナ輝度を使っ

て，筋状構造の電子密度を求めた．
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洛水保夫

劇1　皆既中の雲の様子

2．水平望遠鏡

　2－1光学系概要

　水平望遠鏡はシーロスタット部，対物レンズ

部，鏡筒部，撮影部から成っていて，鏡筒部にあ

たる対物レソズ部と撮影部間は，長い蛇腹により

接統されている．図2に示すように，これらは南

⇒ヒに対して，11η北側が西によった配列となっ

ていて，南の端のシーロタット第2鏡から北の端

ρ撮影部まで約14mの大きな観測装置である．

シーロスタット第1鏡（有効口径30cm）からの

・他

太陽光は1削じ大きさの第2鏡に送られ，更にこれ

により地上高1mのところを水平に送られ対物レ

ノズに入射する．対物レソズは1コ径20cm，焦点

距離11mであって撮影部に直径約101mmの大
きさの太陽像を作る、尚，シーロスタヅト部，対

物レンズ部は，カマポコ型のフレームにシートを

張ったガレージを細工してその中に人れ，また，

撮影部は制御装置等と…緒に4．5×6－5mのテン

トの中に各々入れ雨を防いだ．10m余りの蛇腹

には別に屋根と日除けと設けた．

　2－2　シーロスタット

　シーロスタットは，極軸に平行な鏡が，極軸の

廻りに日周運動の早さの半分で廻る第1鏡と，第

1鏡による反射光を受けて，それを任意の方向に

送る第2鏡とから成る．図3は西側から見た天球

図で，その中心に第1鏡が置かれ，太陽Sからの

光はS’の方向に導かれる．同時に北極は，南極

に投影される．太陽Sは日周運動で，赤道に平行

な小門を動くが，第1鏡の垂直軸〃は赤道上を日

周運動の早さの半分で動くので，常に二S1に投影

される．Sにおける北極の方向は，S’における南

極方向になり，これは日周運動に対して不動であ

る．したがってS’の視野は回転しない．

　　シ、。、夕．一ト、部　／対物レンズ剖　鏑筒部　撮
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清氷保夫・他

　観測地のジャワ島のCepuは東経11P鍋’緯

度φ富一7．8’であり，同地におげる皆既目食の最

犬時には，太陽の赤緯はδ・・23叩33”である．ま

た，天球上における太陽と月との相対的な運動

は，北極に対して71言8であるが，太陽の自転軸

はP・・一11；74であるので（図4参照）ト83言5

を採用すれば，現地に設置すべき水平望遠鏡の撮

影部において，目食時に太陽の赤遺を水平方向に

することができ，これがシーロスタットの配置条

件となる．Cepuにおげる天球図（図5）上で，

球面三角Z，S’，Spにおいて

　　sin　Az　　　sin（90＋θ）　　　sin　T

　sin（90＿δ）　sin（90＿φ）　sin（90－H）

　　cos（90一φ）・＝1c（〕s（90＿H）cos（90＿δ）

　　十sin（90－H）sin（90一δ）cos（90＋θ）

が成り立ち，δ，φ，θを前述の値を代入するとH＝

73言48，A2：11？7となる．

　更にシーロスタットは三鷹での実験観測におい

ては，1982年12月初旬から翌年の2月末頃まで，

現地での観測は，同年5月11周から日食当目の6

月11日まで使用できる構造でなくてはならない．

　そこでまず観測のし易さや，シーロスタットの

…般的な構造を参考にし，第2鏡の高さを地上1

mとして第1鏡との高さの差を0．5mと決め
た．このような配置で，始めに現地で観測する場

帥こついて，第2鏡は，第1鏡に対してどのよう

な位置にあればよいかを調べた．

　当初は観測地がジャワ島のどの辺になるかが正

確に判っておらず，南一緯7。くらいの地点と云う

ことであったので，φを一6o，一7。，一8。とし，

太陽の赤緯δは，先に述べた5月11日の17。から

6月11目の23…1として，これらの値を前式に当

てはめてS’の方位角A2とS’の高憧Hとを求

めた．Azは11言7から12青2となり大きな変化は

なかった．しかしHは72？1から78；5　となっ

た．図6に示すようにHは第1鏡の中心から，第

2鏡の申心へ向かう光軸の仰角であるから，第2

鏡0）在るべき位置は，φ＝6りこ対応するH宮72？1

からδが約23。となる日食当日のH＝78言5まで

であって，これらの角度は第2鏡を水平移動させ

ることにより第1鏡からの光を受けるようにし

た．この移動距離は約60mmとなった．またδ

東　　　　　　　　　　一一西

　　　　　　　　　北

　　Az：S’の方位角

　　H　：S1の高度
図6第1銑，第2鏡の位団関係

がプラスであるので，第2鏡を第1鏡の南側に設

置しておき，太陽光を第1鏡の真上を通して水平

に北へ導げぱ第2鏡の影が第1鏡に落ちると云う

心配はいらない．次に三鷹におげる実験観測の場

合であるが，こちらでは第1鏡の台座を別に作り，

その上に第1鏡のウォームギアーを南向き（現地

では北向き）にして設置し，時計駆動を現地とは

逆1旬きに回転させて使用する．実験の時期は先に

述べたようで，この間の太陽の赤緯δは一21？7

から一7…7まで変化する．第2鏡を第1鏡の南

に置き，太陽光を北へ導くようにすると，ここで

は，シーロスタヅト第2鏡の影が第1鏡の上に落

とされる時間があり，第1鏡を東あるいは西に移

動させる必要が生ずることになる．しかし三鷹の

設置場所の環境では，午前中早くからの実験観測

は，立木に邪魔されて出来ないことが判ったの

で，第2鏡は常に．第1鏡の南東に設置し，午前10

時以後からは影にならない配置にした．

　現地及び三鷹でこのように使用するので，一般

的なシーロスタットの持つ第1鏡を東西へ移動す

る機構は作らなかった．

　これらの検討は1982年初頭になされ，その後三

鷹光器株式会杜へ発注された．完成は同年1朋下

旬であった．仕様は次の通りである．

　1．第1鏡，第2鏡の有効口径は30cm，厚さ

　　は5cmとする．
　　鏡本体は目本光学製，熔融水晶とする（天

　　文台支給）．

2．　第1鏡，第2鏡の中心間の垂直距離はφ＝

　　36。の地点に設置したとき50cmとする．
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1983一トインドネシアH食におけるコロナ観測

　3．第1鏡の樽軸’）口∫変範副ヨはO｛40Lとする、

　4．錦2鏡の水平軸の方位角は11：7　（水平軸

　　　の北側が西プテ向に回る角度）とする．

　5．第2鏡は第1鏡とσ）共通台座Lに固定てき

　　　ること．

　6．　三鷹では第1鏡と璃2鏡は分離台座に設置

　　　出来ること．

　7．第1鏡の極軸の方位角の徴調整量は±1＝5

　　　とする．

　8．　第1鏡は極車曲の周りにllヨ周連動の’方向と，

　　　その逆方向σ川転が出来るこユニI

　9．第2鏡は水平鞠■ヨの方向に1Ocm移動でき，

　　　不動一点の地上高は1mとする．

10．第2鏡の微調整は撮影部においたスイリ手

　　　ポックスによりリモートコントロール山来

　　　るようにする．

　完成したものの外観を図7と図8に示す．／剰7

は現地に設置さわた様子を，「剰8は1’・一

　　（＝荊苅が晒，1片三が北）

1ヌi　　シ・一；］ス1タ・＝。ト

凶H　シー・ロス卓・。　1二

観測中の様子を示す（2つ穴の絞｛）板を付けてハ

ルトマノ法による合焦を行っているところであ

る）．図7では第1鏡，第2鏡は共に90cmの角バ

イプで作られた共通の台座の上に載っているが，

図8では第2鏡は第1鏡の南東に置かれ第1鏡の

ウォーム・ギアーが南に設置され，図7では北に

設置されている．第2鏡は，更に50mm角のバ

イプを熔接して組み立てた角柱状の台の上に乗っ

ていて，時計駆動装置の電源は、この台に設けら

れた棚に置いた．時計駆動装置はエソコーダー付

DC壬一ター一を使用し，このエンコーダーの出力

と，水晶発信器による定簡波との位相差を補正す

るようモーターへの出力を変化して定速回転を保

つ方式をとった．

　使用した水晶発振周波数は，太陽時とし．て

5．0734643MHzでこれを1！1024に分周し，

4．954555KHzにしてDCモーターのエノコー1ダ
…山カパルスと」＝ヒ較した．　（尚このモーター1よ現

地での試験観測中にブラシが折れる故障を起こし

たが，現地から東京に電話連絡し1週問後丸紅株

式会杜ク）＝手によってスラバヤに予備品が腫けら

れ，そ＾と交換L無事観測に使用でぎた）．

　2－3　対物レンズ部

　対物レンズは1」千歪20cm，焦．1ニミ距離11mのア

クロマートでブラッシャー製である．1932年8月

31日北米て・の目食観測に使用したものだが，清掃

し」．性能テストを行なった結果，充分に便用にl1肘え

ぞ）ものである二とカミ芽っ力・った．焦’気｛11乞擢壬グ）精i調璃峯

には，対物レンズの架台を20mmステ．ジフて3

段階光軸方向に手で動かすようにした．微調整は

拙霞景多苫円カ・らのリモート・コントロール‘こより，

±25mm移動出来るような機構にした．二σ）移

動屋二及び位置はポテンショメーターで倹出し，指

針型σい一ターを撮影部；二置いて，そ二で読み取

打るようにした．対物レンズの前には敵光を防ぐ

ための’フードを取り付けた．そし。て二の’フードの

先端にギ7一ト・モーターで光路に出し人ナ咄来

る絞り板（NDワィルター一付き）を取り付け，撮

影部でリモート・コント・コールできるよ弓にし

た．二の裟置はコロナ輝度の絶対較」1二を寸るため

’）もσ）である．光球とコロナの輝度の差があり過

ぎて，写真フィルムの露出許容度を越えろため，

光球面中心の撮影時に光蟄調節用として便用する
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清水保夫・他

ものである．NDフィルターはマミヤ光学製の，

直径が77mm光量を1／16に減らすものである．

したがってこのNDフィルター付き絞り板を光

路に入れると，光量は対物レソズを全開にしたと

きの約1／120となる．

　対物レンズ部の後部は，焦点調節をしたときに

生ずる光路長の伸び・縮みに対応して伸縮し，且

つ散光をも防ぐために蛇腹構造とした、使用した

蛇腹は有効内長24cmの八角形で，伸ぱした時の

長さは30cm程である．材料，構造は次の節で述

べる大きな蛇腹と同じで，同一会杜で製作した．

　シーロスタヅトと対物レンズ間の距離は焦点位

置から見た視野の大きさを左右するものである．

直径30cmのシーPスタット鏡を使用した場合に

太陽の縁から太陽半径の2．2倍位までヶラレを生

じないことと，この周囲での作業や格納等につい

ても考えた末，図2のように1．4mとした．

　2－4鏡筒部

　対物レ1■ズ部と撮影部の間は，一般的に一は内面

反射を少なくした金属製の筒により，空や周囲か

らの散乱光を防いでいる、当初はそのような構造

を考えてみたがこの部分は11m近い長さのもの

であるから，荷作りして現地へ送る際には，可な

り大きな箱となりそうである．そこで写真カメラ

に使われている蛇腹の大型のものを使うことにし

た．株式会杜目本プロフオトに1982年8月下旬次

の仕様で注文した．納期は約30日であった．

　1．　有効内長を37×37cm，折りしろを5cm

　　　とする．

　2．蛇腹の状態が図9のようなときの長さを

　　　11mとする．

　3．　内側は黒色の布張り，外側は黒色の人工皮

　　　革とし，接着剤は高温多湿の気候に耐える

　　　ものを使用する．

　　　　　　　　　　　　　＿」＿．・・一、3寸

図9

　　　　一11m－

11mに伸ばした時の蛇腹の状態

ガ㌻へ。」必一見丁、、
　　　　　　怖！11∵
　　　　　　’L■一…11∴一r’丁∵…
　　　　　　　　　　　　、；一①、
　帥　　　　　　　㌔一ヵメうノ
グ！！戸口＝［L’’一・・一・・一

　　　　　　　　　　　　　　①舳（醜）
　　　　　　　　　　　　　　②内簡
　　　　　　　　　　　　　　③カメラの遮光枠

　　　　　図10　可動フード部

　出来上がった蛇腹は畳むと70cm程に縮まり，

重さも4kg程であって，予想以上に軽便に仕上

がった．

　この両端に枠を付け，一方の枠を対物レソズ後

部の小蛇腹の枠と接続し，他方の枠を撮影部側へ

接続した．即ち，図10のように撮影部の近くに，

2重構造の遮光筒①，②を設けた、外筒①は固定

されていて，ここに蛇腹の端の枠を接続してあ

る．内筒②は，次の節で述べる撮影部の，カメラ

あるいは像投影装置を光賂にいれて，クラソプレ

パーをセヅトすると，これに連動して約20㎜皿

カメラ側へ動きカメラの遮光枠⑧へ圧着される．

クランプ・レバーを外すと圧着は解除される、

　この機構により対物レソズから撮影部までの散

光はほぽ完全に防がれた．

　蛇腹の上には細長い屋根を作り，また直射日光

があたると内部の空気が高温となり像が劣化する

恐れがあるため現地ではこの蛇腹の横へ遮光壁を

たてた．時々スつ一ルがあり，飛敵する爾滴や夜

間の強い湿気から蛇腹を保護するため，日中乾燥

させた後夜はビニールシートで覆うようにした．

　2－5択影部

　撮影部は次の3つの装置から成っている．まず

第1は太陽コロナの像全体を約1。にわたって撮

影することの出来る大型カメラである．太陽像の

直径は約101m㎜となる、第2はこの像の縁辺4

箇所を波長を変えて，部分的に撮影することの出

来る装置であり，4台の35醐㎜モータードライ

ブ付きカメラ群から成っている．この2種のカメ

ラの撮影範囲を図uに示す．第3は，太陽を撮影

するときの像案内の役目と，焦点位置を検出する

ための像投影装置であって，以上3つの装置は図

12に示すように光軸に直角なレールの上を移動で
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　　　　　　　　　　　大型カメラは1970年3月7目のメキシコ目食及

一一一一一一一一一　250咀皿　　一・一

　　　　　　　繭
　　　　　ト361一

　　　　　，・7　i、、
　　　　　’　　　　■　　　　、

二　　　’　1　’
□　　　　　　　　　　　　　　　　　1
…；一一西　　　　…’一1」十山’川

N　　　　　l
　　　　／　’・、　　　　　1
≡35㎜カメラによる’・、

1㈱囲（蝸所）｛．一

大型カメラの　芋
邊影樋囲　　　　　　1

’東■．

＼太陽の縁

　（約101顯nφ）

’＼月の縁

　1約I06皿皿φ）

図11各カメラの撮影範囲

　　③
1＼　　　4

》’ ・　　　　5

箒　1
　．　　■
．　　　　　　　　、　　●

T㌣’
　＼一
　　＼一
　　　一．’＾＼

6
7　8

一ニメ

　　　　　　　　　＼I　　1
　　　　　　　　　　＼！　　1
　　　　　　　　　　　←一一一＿．一＿．．一

①蛇腹　　②可動フード部　⑥手動式シャッ、ター

④大型カメラ　⑤フイルター（O－57）　⑥フ
イルター（0－57）　⑥フィルターレット

⑦35mmモータードライブ付きカメラ　⑧45
度鏡　　⑨像投影装置　　⑭カメラ台座
⑪レール　⑫コンクリートピアー

　　　　　　　図11撮影部

きる台座に取り付けられていて，目的の装置を手

動により光路に入れるようになっている．大型カ

メラと35mmモータードライブカメラ本体を除

いた他の殆どの装置は東京天文台工場による手作

りであり，1982年6月から約半年間設計図を持っ

て工場へ目参した．器械部分は12月中旬に莞成し

た．これに小物，附属品等を付ける作業の後，塗装

に入り12月末にやっと撮影可能な状態となった．

び1973年6月30日のアフリカ日食等で使用された

ものである．メーカーはスイスのウィルド杜で写

野は24×25c皿と云う大きなものである、従って

焦点距離11mのレソズによる太陽コロナの像を

太陽の縁から太陽半径の2．2倍くらいまで撮影す

るには丁度良いカメラであった．幸いこの種のカ

メラは現在でも，国内でまだ使用されており修理

や改造を引き受げてくれる株式会杜エニーテック

に依頼し次の2点を改修した．

　まずフィルム送りが手動であったのでこれを自

動巻き上げとし，次に撮影フィルムの平面性を保

つためのフィルムの吸着機構が壊れていたので，

フィルム巻き上げのタイミソグと合わせながら撮

影時に平面性が保たれるような修理をした．

　我々が東京天文台の工場で行った改良として

は，焦点位置を決める枠を今回の使用目的に合う

ように作り直した．次にフィルムの直前約5mm

のところへ直径283mmのシャープカット・フィ

ルターO－57を付けるような細工をした．このフ

ィルターの素材はSchott製で，五藤光学におい

て面精度2λに研磨した．F／55でP1u＄Xタイ

プのフィルムを使うとき，0－57フィルターでコ

ロナの連続光を撮影するには，満月を使ったテス

トの結果から数秒～数十秒の露光時閻であると云

うことが分かった．従ってシャッターは手動開閉

するもので充分と考えた．このような理由から観

音扉状の両開き形式のものを作り，カメラのフィ

ルム前に敢り付けた．露出時間はスクラッチ・レ

コーダーに記録されるようにした．使用したウェ

ヅジは，KODAK　PHOT㏄RAPH1C　STEP
TABLES　No．1Aと云う11段のもので，濃度域

はO．05から3．05のものである．大きさは19．2

×81．0mm（有効面積は15×75mm）であり，こ

れをシャッターとフィルムの間にウェッジ焼き込

みの時にだけ取り付けるようにした．図11に見ら

れるように，フィルム装撰時の取り付け取り外し

の都合上この犬型カメラは対物レソズに向かって

カメラ台座の右側に置かれた．取り付げはカメラ

台座の垂直壁に作られた蟻溝へ，上方から滑らせ

て落し込み，溝の横に取り付げたネジでクラソプ

する方式とした．使用したフィルムはKODAK

PLUSE－X　AEROGRAPHIC　Film2402で大き

一35一



　　　　　　　清水保夫・他

表135mmカメラ医出モード（グレーコード）表

　　　　　　　　　グレ｝ドコード

リード線番号　　　4　　3　　2　　1
　　　　　　　（W）　（X）　（Y）　（Z）

露出時間

　　　　　　5
　　　　シャッタ｝
　　　　レリーズ用

　　　　　0　　　0　　0　　　0　　　　B

　　　　　0　　0　　0　　　1　　　　8
　　　　　0　　0　　　1　　1　　　　4
　　　　　0　　　0　　　1　　　0　　　　2

　　　　　0　　　1　　　1　　　0　　　　1
　　　　　（）　　　　1　　　　　1　　　　　1　　　　　　　1／2

　　　　　1　　1　　0　　1　　　1／4
　　　　　0　　1　　0　　0　　　1／8

　　　　　1100　1／15
　　　　　1101　1／30　　　　　1　　　　　1　　　　　1　　　　　1　　　　　　　1／60

　　　　　1110　1／125
　　　　　1010　1／250
　　　　　1011　1／500
　　　　　1001　1／1000
　　　　　1000　1／2000
シャッター　トリガー　パルス　　　　　　50ms

巻上げ時間　　　　　　　　　　　　　100ms

グレーコード　0は　L（コモンヘ接続）

　　　　　　1は　H（コモンから解放）を表す．

　6　　　　7

：］そン　　X接点

O．1　　　　　　　　　　0．1

トリガー

50ms

さは，91／2in．x250ft（24．1c㎜x76m）である．

　35mmヵメラ（モータードラィブ付き，250駒

撮り）は太陽の赤遺付近と爾極域のコロナ（活動

域と瀞隠域）を撮影するためのもので，4台のカ

メラ群より成っている．カメラにはニコソそ一タ

ードライプ・250フィルムバック付を使い，露出

時間をリモート・コソトロール出来るように改造

した．

　即ちカメラの内蔵電子回賂より5本及びコモソ

1本のリード線を出し，内4本の電圧をグレーコ

ード（表1）に従い，H（電圧がある），L（電圧

がない）の組み合わせを用いて，露出時間を制御

した．残りの1本はシャッターレリーズ用で，L

のバルスでシャヅターは開となるようにした．露

出時間の可変範囲は1／20①o秒から8秒及ぴBで，

1／200σ秒から8秒迄はカメラ・シャヅター自身の

時間で，BはシャターレリーズのLパルスの長さ

で，露出時間を決めた．またシャッターの露出時

間はX接点より信号線をとりだしレコーダーに記

録されるようにした．リード線と露出時間の関係

は，別表の通りである（表1）．

　250フィルムバック付きヵメラ4台を，同一平

面で太陽コロナ像に撮るような正方形の並べ方を

すると，互いにぶつかり合うので，」ヒと下の2台

は45。ミラー（五藤光学製で大きさは40×40mm．

面精度2λ以内）を用いて光を90。上下に折り曲

げて，向き合わせた形で取り付けた．図11ではそ

れらの様子とフィルター・ターレットを，図13で

は，ターレットにセットしたフィルターを示し，

表2はフィルターの諸元を示した．

　ターレットはマイコソのプログラムで制御しな

．∠
　　3・
　　・　　　・．一　　・

1．5303A，㏄一375（2枚：舳oω）
2．5303ム，GG－375（2枚：S出ott製）

3．5015A，メニスカスレンズ（f里一4m）
4．4992ム，メニスカスレンズ（f蟷一4m）

図13　ターレット内に組み込んだフィルターと

　　　レンズ
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　　　表2　干渉フイルター諸元

フイルター

5303A
5303A
5303A
5015A
4992A
4990A
5780A

　メーカー

InfraredIndustry

Spectro　Film

Sp㏄tro　Film
Schott

Schott

Schott

Schott

大きさ

50．8mmφ
50．8mmφ
50．8mmφ
50．8mmφ
50．8mmφ
50．昌mmφ

50．8mmφ

半値幅

3．82A

3．OOA

3．50A

400A
467A
467五
400五

温　度

30．0℃

30，8℃

30．O℃

傾け角

1．47度

○　度
2．24度

○　度

○　度

○　度

○　度

使用望遠鏡

水平望遠鏡

水平望遠鏡

20cm望遠鐘
水平望遠鏡

水平望遠鏡

水平望遠鏡

20cm望遠鏡

がら90。回転させたり，戻したりしr二，太陽コロ

ナ像の同一域を約5000Aと5303Aの2波長で
撮影するようにした．5303A平渉フィルターの

温度制御は，各フィルターの周iつに組み込んだヒ

ーターを用いた．しかし此のフィルターの設定温

度は外気温より低いのでフィルター・ターレット

の周りにアイスノンを置いて冷却し，一定温度を

保持した．またターレット内の二F渉フィルター約

5000A（4990A，4992A，5015A）と5303Aの色収

差による焦点位置の違いを令わせるためには，約

5000Aの干渉フィルター類の前に焦点距離マイ

ナス4mのニコソ製メニスカスレソズ（眼鏡用）を

置き，5303Aの二r渉フィルター側に合焦した．

千渉フィルターの温度を一定に保ち易くするため

に，5305Aのフィルターを狭むようにしてGG－

375フィルター（Schott製）を両側においた．使用

したフィルムはKODAK　Tri・X35mmである．

　像投影装置は大型カメラの案内望遠鏡の役目を

するものであり，図14に示すように，有効内径

118mmの筒が光軸方向に士80mmと，光軸に
鉛直に下方に太陽像の半径分約50mm移動出来

るようになっている．筒の手前側には円と十字線

を描いた磨硝子が付いていて■’ト字線は回転でき

る．筒の反対側には，先に述べた，■・イナス4m

の眼鏡レソズの付いた4990Aの十渉フィルター

が付けられるようになっている．こ0）像投影装置

を光軸申心にセットしておいてシーiコスタットの

第2鏡を調整して，磨硝子．上の円に太陽像を合わ

せれば大型カメラの写野中心に太陽コロナ像を撮

ることが出来るようになっている．

　日食時の気温の変化により焦一1烹の位置が変わる

がその量を検出する為にもこの装置は役立つ．合

焦には太陽の縁を使うのがよく，そのためには」ヒ

~!~~~~) 

r~~ ~ _- I~ ~, ~~ ･ ~!~:~It] ~~~~~: 

~ + -80mm E J;' ' E s9 ~ T = L _'f ' '~-' 

¥ :F~~74 ,~ f -(,gga i) R~:~l~ ~ y X (f･-1,,) 

目盛り

一麿カラス

優婁内時の聞の中心

焦点検出時の筒の中心

　囲蘭レンユ（f・一ω

図14　像投影装置の断面図

のように磨硝子の円の中心にガイドした後，筒全

体を太陽半径分だけ下方に移動し，太陽のリムを

視野中心にもって行く．他方の端に前記のレソズ

付き千渉フィルターを取り付ける．こうすること

により対物レソズの色収差による4990Aの焦点

位置は35mmカメラ群の5303Aの位置に合わせ

たことになる．初めに円筒の同盛りのOを35mm

カメラ群の5303Aカメラに一致させておけぽ焦

点位置に変化カミ生じた時にはこの状態でその量を

l1盛りで読みとり，同量だけ対物レンズを移動さ

せて焦点合わせをすることができる、又O－57フ

fルターの入った大型カメラの合焦についても

5303Aとの焦点距離の差（12．5mm）が既知であ

ノ1〕ので，同様にして焦．1，11叱禽わせられ」る（’図ユ5）、

図15　水平望遠鏡像投影装灘
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3．赤道償式望遠鏡

　3－1赤道侵

　鏡筒をマウントする赤道儀とLては，モーリタ

ニヤ日食（北緯21〔’）に使用Lた15cm赤道儀

（三鷹光器製）を用いたが，インドネシアの南緯

7。の観測地で使うため赤緯補正用の傾斜台を作

り，中問に挿入して極軸を補正L，バランス調整

や駆動調整等の補修をした．鏡筒には，モーリタ

ニヤ日食に使用した対物レンズのL］径15cm，焦

点距離225cmのダブレット（日本光学製）の望遠

鏡を取り外し，日本光学製20cm屈折望遠鏡（対

物レンズはアクロマートで焦点距離は　250cm）

を使用し，コロナの直接像を撮るようにしたカニ，

千渉フィルター，偏光イフルター等を収納するフ

ィルターポソクスを端末に取付けるので，焦点位

置にカメラが納まらない．フィルターポックスの

前に光学系を入れて焦点距離を伸ぼし，再結像さ

せる方法は，i）光学系による像の劣化、ii）鏡

筒の端末からの距離が長くなるとフィルターポッ

　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤⑥⑦

　　r■パ’’’’’．二’二二いプ！
1、．．ゾニ■丁．二．

　　　　　　　　　　　　　　　、、〕

　　　　　ケ　　　含　　　φ　　’、
　　［二1　　　　　　　　　　　　⑧

①絞り板　②対物レンズ（φ＝20cm，f＝225cm〕

⑨ガイド望遠鏡　　④ビデォカメラ　　⑤ポラ
ロイドフイルター　　　⑥干渉フイルター（5303

A）　⑦千渉フイルター（5780A）　⑧カメ
ラ（アサヒペンタックス6x7）

　　　　1叉116　20cm赤遺儀光学系

1ヌ11720cm赤遭儀塑遠鏡

他

クス（約9kg）が重いため，たわみや，パランス

等の間題から，これを採用せず寧ろ鏡筒を200

mm程短くし，その端末にフィルターボソクス，

ア十ヒヘンタックス6x7カメラを直結Lた．

．汁装置としては，AC100Vシン・クロナスモータ

ーを使用し，南半球で使うため二三鷹におけるテス

トとは逆回転になるよう配線を人れ替えた．観測

時にはインパーターを使用し，パ・ソテリーのDC

12VかF）AC1OO　Vに変換し，シンクロナスモー

ターに供給した．尚このモーターの系統が故障し一

た場合は，微調整用DCモーターの同転速度を

最高速度近くにすれぼ，’太：陽の追尾が可能である

ように万一一の場合に対Lても用意した．　（図16、

図17）

　3＿2　カメラ

　太陽像の大きさは約22．5mmであり、太陽巾

心から3R◎程度の写野を必要とするため，6×7

サイズでフォーカルプレーンシャッターと云う条

件に合う，アサヒベノタックス6×7判が選択さ

れた．跳上げミラーの作動時における振動を除く

ためミラーを取り外し跳上げ動作をしないように

した．捲上げ及びシャッターレリーズを電動にす

るための改良を白作で行なった．使用したフィル

ムが，KODAK　Tri－X220のため1台のカメラの

撮影可能駒数は20駒しかなく，カメラを2台（A，

B）用意し，皆既中に付け替え，40駒の撮影を行

なうことにした．白作の白動捲上げ機構は，フィ

ルム捲上げレバーをギャードモーターにて駆動

L，捲上げ終、点でモーターを反転させてレバーを

戻す方式とした、又ギヤー系統に過大な力が加わ

ることを避けるため，中間にスリップクラッチを

挿入し安全，確実な動作となるようにLた．モー

ターの反転位置及び戻り停止位置の検出は，マイ

クロスイッチを使用し，リレー接点の切’）換えに

より，モーターの正逆転，停止の制御を行なっ

た．モーターには電磁ブレーキを使い停止精度を

良くした、シャッターレリーズは吸引型ソレノイ

ドによ‘）シャソターポタンを押す方式とした．シ

ャ・ソターを切ると露山済みの表ホがハンドセ・ソト

ヒに、1」工灯し，捲き上二げ操作をすることによりこの

表示がリセソトされ露出0Kの表示に変身）る．

　3－3　フイルター及び絞リ

　ニ種のフィルター及びポラロイドフィルターを
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清水保夫・他

に，制御回路は互いに干渉し合うことの無いよ

う，出来る隈り他と切り離し，独立した回路構成

とした（図19，図20）．

　カメラの制御系では各カメラごとにZ80Aの

ポードを1個ずつ使用し，各々のROM－IC2616

1こプログラムを蕃き込んでおいて，一独立に走らせ

人凹北

水平蟹遭8

対物レンズ

シーロス

1口

剛歴

カ’ラ
ニコン

M　D
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　　　M　　D
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図19水平望遠鏡の制御系統図
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1983午インドネシアH食におけるコロナ観測

図21　マイクロコンピューターによる制御装置

ることにより制御する力式とした．プログラムの

スタート1スの時に途中から帽スタートできるよ

うに割り込みプログラムも付け加えた．時刻制御

は，水晶発振素子による1・イクロコノピューター

のマシン十イクルを作り，それを較］Eして使用L

た．チェックの時，又回路の故障時に備えて，n

動から手動に切換えることによ‘），各カメラ及び

フィルター類の切換えは手動操作でも可能である

ようになっている（図21）．

　次に日食当日，実施さ加たカノラの露出プログ’

ラムの一例を記す．

　　水平望遠鏡でσ）カメラの露出フ1コグラム

35mmカメラ　A（太陽の束側赤道域撮影月｛〕

露出時亥1　シャッター　撮影問隔　撮影駒数
　（U，T）　速度（秒）

　30．50

　40．75

　　～

3226．O0

　26．75

3502．00

　12．00

　　～

3619．00

　24．25

　27．OO

　　～

3703．50

35mmカメラ

1O　　　　　　10．25　　　　　1

　h　　m
04　25　12，O0

　2812．O0

　3014．O0

　　　52．00

　　　57．O0

　3108．00

　　　09．00

　　　10．00

　　　11．00

　　　12．00

　　　13．O0

　　　14．00

　　　16．00

　　　18．O0

　　　20．25

　　　24．00

1！2000

1！1OOO

　〃

　〃

　〃
11500

1／250

1／250

1／60

1130

1！ユ5

1！8

1μ

1！2

1
3

1

30，5

！

0．5

0，33

0，33

0，33

0，33

0，33

0．5

0．5

0．5

0．5

0．75

ユ．25

3．25

2
4

38

10

33

3
3
3
3

2第2接触

2
4

4

3
3
2

1司様に1置川10島迄の　　12

繰り返し

大型カメラに・切換

大型カメ引こよるプロ

グラム撮影

35mmカメラに切換
下渉フィルター切換

10畠～1／8一迄の　　　48

繰’）返し

対物レンズ絞挿入

第3接触

1／8島～10畠迄の　　　18

繰り返し

露出終」r　　　今計196駒

B（太陽の西側赤道域撮影用）

　　省　略

35mmヵメラC，D（太陽南北極域撮影用）

　露出時刻　シャヅター　撮影問隔　撮影駒数
　（U．T）　速度（秒）

04　28　12．O0

　3012－00

　　　13．50

　　　17．25

　　　27．O0

　　　37．25

　　　　～

　3226．00

　　　27，00

3502．00

12．00

　～

34．OO

1！2

1！4

1
3

10

30

0，50

1，25

3．25

10．25

■「司楊書中こユ！4；～ユ0■の

繰り返し　　　　　　40

大型カメラに切換

大型カノラ｝こよるプロ

グラム撮影

35mmカメラに切換
「渉フ／ルター切換

1㌧30昌迄の繰り返し　24

　　　　露出終了　今計78駒

41



清水保夫・他

大型カメラ（手動）

当初予定していたプ回グラム

露出時刻（U．T）

　　h　　m　　畠
　04　32　33．00

　　3301
　　3313
　　3349．00

　　3452

露出時問

　3（3駒）
　10

　32

　60

　3

露出時刻（V．T）

　　h　　m　　g

　043227

3431

露出時間

　　51／2（3駒）

　1　　　〃

　3　　　〃

10

30

20cm赤道儀の露出プログラム

Aプログラム

　露出時刻（U．T）

　　　h　　m　　s
　　04　30　17．0

　　　3116．O

　　　　　17，2

　　　　　24，8

　　　　　32．8

　　　　　4118
　　　　　48，3

　　　　　54．8

　　　3208，3
　　　　　42，3

　　　　　48，3

　　　　　55．3

　　　3303，3
　　　　　08，3

　　　　　21，3

　　　　　35，3

　　　　　48，8

　　　　　53．0

Bプログラム

　　04　34　16，8

　　　　　30，6

　　　　　34，4

　　　　　38，2

　　　　　42，0

　　　　　46，5

　　　　　51，0

　　　　　55．5

　　　3500，5
　　　　　10，5

　　　　　19，4

　　　　　28，4

　　　　　37，4

　　　　　43．0

　　　3610．0

15．O

露出時問
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1／2（2駒）
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3（2駒）

3
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3
3
3
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1
1
1
1
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使用した干渉フィルター

対物レソズ絞り取り外し

ビデオカメラの

NDフィルター取り外し
　　　　5303A
　　　　　〃

　　　　　〃

　　　　　〃

　　　　〃
　　　　〃
　　　　〃
　　　　〃
　　　　　〃

　　　　〃
　　　　　〃

　　　　　〃

　　　　　〃

　　　　　〃

　　　　　〃

Aプログラム終了

カメラ入れ替え
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　　　　　〃
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　　　　　〃
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露出終了
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NDフィルター挿入
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〃

〃

〃
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1983年インドネシア目公におけるコロナ煽測

　　　　　　　　　　と折蟹する必要があるので，国際学術課から外務
5．　目食竈測

　5－1　蟹測地3定及び準伽

　皆既時が地方時の正午ごろ（11虫31㎜），太陽高

度が約60度，皆既継続時間約300秒で，東部ジャ

ワでは6月に最小降水量の季節で晴天率が比較的

高いと云う条件の下に観測地が選ぱれた．インド

ネシァ目食委員会（LIPIに設置された）及びイ

ソドネシア宇窟航空局（LAPAN）が協力し，世

界各国の観測隊の受け入れを行なうとの遵絡によ

り，東京天文台（日江井，清水，宮崎，今井）を

含む各観測班（京都大学3名，緯度観測所2名，

水路都2名，東北犬学3名），気球班（東京天文

台2名，京都犬学2名，字宙科学研究所3名）が

ジャワ島東部のチェップ，ツーバソ，モジョヶル

ト及び気球基地のあるワトコセでそわぞれ観測す

る事にし，昭和57年10月にイソドネシア1ヨ食委員

会に申し入れた（図22）．

　　仰肋夕
o　　　　　　　　　・　　　　　　／
　　　　舳　　／／1

ノ’

巾†加

　チ〃ヲ

．’w

串心㌫

叱・ル

　・．湖
眺ケ〃

州　専
　　　　特駐！］食荊・

図22　インドネシァ　ジャワ島内の観測地点

　今回は海上保安庁水路部を除いた文部省関係各

機関は東京天文台の日江井を研究代表者とする文

部省科学研究費海外学術調査の研究分担者として

観測に参加することになり1ヨ江井が観測隊長とな

った（台湾の中堰で行なわれた地磁気観測班2名

（東北工業大学）も含まれている）．この海外学術

調査による経費は海外出張旅費が主であり，各機

関が必要とする観測機器，消耗品，運搬費等の経

費についてはそれぞれの機関が要求し，試験研究

費，特定研究費等の交付を受け実施された．

　この日食についての観測計画，実施にあたって

は，従来通り学術会議天文学研究連絡委員会目食

分科会におげる1審議（計8回），文部省科学研究

費海外学術調査のヒヤリソグ，文部省から外務省

を経由して在イソドネシア目本大使館に便宜供与

依頼をお願する事などをした．また科学研究費の

決定（昭和58年4月下旬）以前にイソドネシア側

省までご足労を煩わせることもお頼いした．

　その他，入国に際しての筒易通関，観測許可

証，現地滞在に関する取り決め等についてLIPI，

LAPAN　と打ち合せが行なわれた．現地の事膚

調査を含めて今回の目食については丸紅株式会杜

に全面的に協カして頂き大変心強かったが，それ

にもかかわらずイソドネシア東部の状況がわから

ず政情・民情必ずしも良好といえないという情報

もあり，派遣機関事務関係者会議を開き圓本及び

現地関係老の情報を検討，貨物荷揚げ港をスラバ

ヤに決める等の手続きをせねぱならなかった．

　目食観測隊としては広範囲の分野にわたる観測

が各機関で計画されたが，器材輪送は海上輸送及

び航空輸送とに。なった．東京天文台地上観測班の

器材（計53箱，25m8）は他機関の天文観測班器

材と共に東京船舶の船により昭和58年3月6目横

浜港を出航，同月28目頃スラバヤ港に着いた．先

発隊として4月20日に京都大学の斎藤澄三郎氏が

現地に向げ出発し，ジャカルタ，スラバヤ間を往

復しスラバヤでの通関の折節こ当った．5月15日

にようやく通関でき16目各機関の基地に向げ陸送

された．

　ト2　口幻地の状況

　我々が選定したチェヅプ（Ce叫）は，東部イソ

ドネシアと中部イソドネシアの境に近くスラバヤ

から西へ約120k㎜のところにある人口約1万5

千人の町である．町の犬半がイソドネシア石油公

杜関係の建物で，その研修所の籔地の外れ，丘の

上の草地を当初観測地点としてLAPANが選定

してくれていた．その丘の下約500m離れた処に

宿舎があり，少し離れた別棟が食堂とLて便われ

た．チュヅプは皆既目食帯の中心線の北数kmに

位置し，海上保安庁水路部のジオシーバーによる

と東経11r野26？239南緯7007’艶τ364であり，

海抜100m近くに飛行場跡もあり目食観測ツア

ーの観測地にもなっていた．気温は3ぴC程度で

東京の真夏の暑さ位の感じがした．湿度が意外と

高く夜間のテスト観測中に鏡筒はもとより接眼鏡

内恒も露が付く程であった．一目の天気の推移は

雨季と乾期の端境期がずれこんだためか，午前中

晴れ午後は1～2時間のスコールがくるという繰

り返しのなかで，機械の組み立て調整に励んだ．
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　現地ではLAPANの職員が常駐して我々の面

倒を見てくれたが，石油公杜の研修所　（LEMI・

GAS）の所長始め職員，家族等が大変よく協力

し，重た世語をしてくれた．電話がないので各機

関との連絡，日本への報告等には，石油公杜の

Telexを使わせてもらった．警備は　LEMIGAS

の警備員が24時闘体制で警備し，町の警官，郡の

警察，時には軍隊までが見回りにきた．我々の他

に同じ場所でLAPANの太陽観測，東北大学の

地磁気観測も同時に行なわれた．

　ト3般営配録
　地磁気及び気球観測関係の後発組を除く日本隊

は5月9日日本を出発し同日夕方にはイソドネシ

アのジャカルタ空港に降り立った．同日スラバヤ

に先発していた京都大学の斎藤氏からホテルに電

話が入り，器材の通関状況について連絡を受げ

る．5月10日は日曜日の為11目に一日本大使館，

LIPI，LAPAN等と語合いを行ない，12日全員ス

ラバヤに集繕する．スラバヤの日本公使館に挨拶

し，税関にて通関について話をし，その後輸送業

者と打ち合わせをする．13目東京天文台，14目京

都犬学，緯度観測所，水路部がそれぞれの観測地

の下見に車を走らせる．我々はLEMIGASの幹

部と会い観測地点を調査した結果，当初予定して

いた台地より宿舎の裏地に変更し整地，基礎打ち

の一部を依頼する．

　5月16日（晴）　海上輸送した東京天文台，京

都大学，緯度観測所，水路部の通関が済み，午後

荷物を受取り各観測地に向げそれぞれトラヅクと

共に出発した．現地で依頼した通訳の荒川博好

氏，LAPANのマヌルソグ氏（S．L．Manumng）

を同乗させた我々の章がトラヅクと共に　LEMI－

GASの敷地内に到着したのは真夜中の12時頃で
あった．

　5月17日（晴）　午前中LEMIGASの事務所

で滞在中の事柄について語合う．午後ホークリフ

トを借りて観測地点まで荷物を運ぶ．夕方より強

い雨が降る．

　5月18日（晴）　望遠鏡据付け場所を決め，方

位測量を行なう．LEMIGASに依頼して赤道儀

架台の基礎コソクリート打ち及び基板の設置をす

る．朝から人夫を使い必要なものから開梱作業を

行なう．

　5月19目（晴）　レソズ台の型枠作りと開梱及

び物置の組み立て作業をする．赤遣儀を基板の上

に組み立てウォームギヤー部，赤経部を取付げ，

方位出しを行なう．

　5月20目（晴）　シーロスタット，カメラレソ

ズ用のピアーの位置ぎめ，方位測量を行ないレン

ズ台及びシーロスタットの基礎コンクリートを打

ち，カメラ台の型枠作りをする．

　5月21目（晴，雲多し）　望遠鏡の電気配線完

了，赤道儀の時計駆動テストをする．

　水平望遠鏡用のカメラ台のコソクリート打ちを

行なう．本日で開梱を終わり空箱を整理する．

　5月22日（曇）　3時頃よりスコール，赤遺儀

の駆動テスト，水平望遠鏡用カメラ移動装置の基

板を取付げる．昨日開梱した時に判ったことだ

が，カメラ移動装置のレールの両端が真っ赤に錆

びており，カメラ取付け台がスムースに動くよう

に錆びを落とし，研磨をする．

　5月23日（曇）　3時頃よりスコール，赤道儀

の時計駆動が2回程止まり駆動ギヤーを調整す

る．観測用天幕，シーロスタット用天幕を張り蛇

腹を乗せる木製の台を作り，雨や湿気を防ぐため

ビニールシートで覆う．水平望遠鏡のカメラ部に

盗難防止の為の箱を冠せ，鍵を掛けられるように

する．日本テレビの撮影隊がチェップ近辺を取材

中との事で挨拶に見える．

　5月25目（曇）　午後スコール，赤道儀慣らし

運転，水平望遠鏡のカメラ部を組み立てフィルタ

ーターレットを取付げ駆動テストをする．蛇腹部

を横からも支えるよう板で補強する．日本テレビ

の取材班が来訪，作業状況を撮影する．又現地イ

ソドネシアの新聞杜3杜が来訪し，荒川氏の通訳

で取材に応じる．

　5月25目（晴時々曇）　赤道儀駆動調整，水平

望遠鏡の蛇腹を据付げる．シーロスタットを組み

立て鏡を入れる．シーロスタットの第一鏡の方位

角を11言7にする事が出来ず取付け穴を明げ直

し，調整機構を付げ直す．水平望遠鏡に光を入

れ，太陽の像を見るが良くたい．テソトの屋根の

水捌げが悪く天幕の裏側に板をあてがって水捌げ

を良くする．1ヨ本テレビの取材班が本目も来訪

し，シーロスタットの据え付け状況を撮影する。

夕方，東北大学磁気観測班が到着する．
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　5月26目（曇）　午後スコール，赤遣儀の角度

調整をし駆動テストをする．レーザー光を用いシ

ーロスタット，対物レソズ，カメラ部の軸を決め

据付けをする．前目の像の悪さの原因を知るため

レソズを点検したが異常なし．シーロスタットの

第一鏡の時計駆動が動かず，点検の結果モーター

が故障していることが判る．荒川氏が任務を終え

てスラバヤに帰った．

　5月27日（晴後曇）　赤道儀の駆動モーターを

交換し調整する．シーロスタットの第一鏡の時計

駆動モーターを分解した繕果，中の接点が1本折

れていた．代替品を至急手配してもらうよう郵便

局に出掛け，電語にて東京に連絡する．モーター

は不安ではあったが一応動くように組み立て，テ

ストには使えるようにした．地磁気観測班の観測

機器の設定場所を協議し，宿舎を変更することに

なり引越しをする．夜，赤道儀にて木星を観望，

縞が良く見えた．観測棟の一部屋を暗室に改造

し，現像をする．

　5月28目（曇後雨）　望遼鏡の焦点合わせ，露

出テストについて打ち合せをする．水平望遠鏡用

35mmカメラ部の調整，大型カメラの取付げ，

調整，電気系のテストをする．

　5月29目（晴）　赤道儀の角度修正，方法調整

をし，焦点合わせをする．水平望遠鏡では，モー

タードラィプ付き35mmヵメラ台の組立，45。

ミラーの清掃，シーロスタット軸調整が行なわれ

た．水平望遼鏡の像の悪さの原因はシーロスタッ

トの第二鏡枠の締めすぎであることが判った．湿

気がひどく蛇腹とこれを覆うビニールとの間に入

り込んだ水滴により蜷腹が軟化変形するのでビニ

ールを交換する．夜，月を入れて焦点合わせと露

出テストが両望遠鏡で行なわれた．

　5月30日（晴，午後スコール）　望遠鏡の焦点

合わせ，方位調整をする．水平望遠鏡は各部の作

動テスト，フィルターターレット都清掃，写真処

理液を作り現像する．

　5月31日（晴時々曇）　望遠鏡の焦点合わせを

し太陽を撮影，ハルトマソ法で決めた焦点位置と

同一であることを確かめる．水平望遠鏡では35

mmカメラ5台の取付げ，調整が1時間程かかっ

て行なわれ，その後，眼視焦点合わせをし昨目現

像したフィルムによる焦点位置との比較，カメラ

駆動テストが行なわれた．夜再び月による焦点テ

ストをする．

　6月1目（晴時々曇）　赤道儀望遠鏡で太陽を

撮影，水平望遠鏡でも35mmカメラ4台で太陽

を撮影し，各カメラの焦点を決める．現像の結

果，水平望遠鏡では太陽の粒状斑が写っていた、

　6月2日（晴時々曇）　望遠鏡の焦点合わせ，

水平望遠鏡のカメラテストをする．隔し隔し使っ

ていたシーロスタットの駆動モーターの調子が悪

くなる．5月27日に日本に連絡，手配してもらっ

た駆動モーター及びギヤーボックスの交換品が，

丸紅株式会杜の杜員に委託され，ジャカルタ，ス

ラバヤ経由で夕方到着，早速交換する．東北犬学

観測班が目食当目使用する発電機の震動の影響が

あるかテストが行なわれた．

　6月3日（晴）　望遠鏡の焦点合わせの後総合

動作テストをする．赤道儀用Aヵメラの捲き揚げ

が不調で調整する．水平望遠鏡ではシーロスタヅ

ト駆動モーターを取り替えたので駆動テストを

し，焦点合わせをする．蛇腹に朝目が当り蛇腹内

の温度が上昇するのでベニヤ板で目除げを作る．

モジョケルトから緯度観測所観測班の佐藤，久慈

両氏が来訪する．15時より観測施設の一般公開が

行なわれ，中，高校生及び近在の名士等が見学に

くる．

　6月4目（晴）　日食当目の時問に合わせて本

番演習を三度程行なう．赤道儀望遠鏡のAカメラ

が作動せず，夕方Bカメラと交換し，目食時の周

囲の明るさに合わせて夕方の薄明りの中で再度本

番演習をする．目食当日は風が吹くことが予測さ

れるので，風除けシートを赤道儀の風上に三又を

利用して張る．

　6月5目（晴）　本番予行演習を朝夕二回行な

う．何時何分何秒には何をするか，身体で憶える

ようにする．望遠鏡用6×7カメラの調子が悪く

動きが順調でない．フィルター・ケースにアイス

ノソを取付け冷却する．

　6月6目（晴）　休養目とし，全員でボロブド

ールの遣跡見学に出掛ける．帰賂，ソロで本台の

田中（捷），岡本両名に会い，彼等の観測機器の

受け渡しなどの相談をする．

　6月7日（晴）　17時過ぎより一度本番予行演

習，カメラの作動ようやく順調となる．田中
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（捷），岡本の両名が昼頃到着，荷物の開梱，機械

の組立てをし，夕方ソ剛こ向う．

　6月8目（薄4）　赤遺伐の方位を修正し，観

測機器の光学系の清撮をする．水平望遼鏡では，

シーロスタットの極軸合わせが終了する．各光学

部品の半分程の清掃が行なわれた．当目の観測用

命令テーブの最終版を作り直す．フラソスの観測

隊（Ko耐chmy等），チェコスロパキアの観測隊

（Syko胞等），LAPANのスギョ氏（S㏄gijo）が

来訪，観測設傭を見学する．

　6月9目（薄曇）　望遠鏡にビデオカメラを装

着し，モニターテレピ画面による太陽像の欠け方

を想定してガイドの練習を含め全行程の予行演習

を行なう．水平望遼鏡の昨1ヨの残りの光学部晶を

清掃，カメラ（5台），ヘッドラソプ，テープレ

ニーダーの電池を新品に交換，全ての機械，カメ

ラが煩調に作動するのを確認する．昼食後から雨

が降るが夜は星空となる．UNESC0の黒田孝氏

到着する．

　6月10目（6後雨）　朝から曇っていた空から

9時過ぎに雨が降りだし終目降り続く，雨期の最

後の現象らしい．フィルター，鏡等を清掃し，各

カメラヘフィルムを装填，全ての準傭を完了す

る．観測当日の讐傭，行動，食事等について，

LEMIGAS当局と打合わせをする．目本大使館の

若林元参事官が到着する．

　6月11日（晴時々曇）　朝6時少し前に全員起

床する．天気は高層雲があり，あまり良くない．

6時30分着林氏，黒田氏と共に朝食を摂り，小憩

の後，赤道儀望遠鏡，水平望遠鏡とも観測準傭に

入る．7時過ぎ頃から天侯が良くなり太陽が輝

く．各カメラにフィルムを装填しアイスノソをフ

ィルターボックスに取付げ冷却する、10時頃から

電源が入れられ11時遇ぎ予定されたプログラムに

従って水平望遠鏡，赤遺儀望遠鏡と順次観測を開

始した．その頃から，北東から南西にかけて，視

角幅約40。の帯状の高積雲が現わる．湿度が高く

カメラのフィルムを巻き上げる度にビリピリと音

がする．大型カメラのフィルムは充分すぎる長さ

があるので時々空送りする．赤道儀望遠鏡に据付

けたビデオヵメラからの映像は10時30分頃からの

日食の進捗状況をモニターテレピに映し出してい

たが，11時31分頃には太陽が雲に覆われた為，映

らなくなってしまった．11時31分の第2接触の頃

には薄雲を透してコロナを見る状態に・なってしま

ったが，計画通り撮影が進められた．水平望遠鏡

の4台のモータードライブ付き35mmカメラの

複雑なプログラムも順調に指令を出し，大型カメ

ラも支障なく作動した．コPナの輝度が雲のため

弱まったので大型カメラは急遠20倍もの長時間の

露出に変更する．赤道儀の方も2台のカメラの交

換が順調に行なわれ観測は雲の中滞りなく進ん

だ．黒田，着林の両氏も的㎜カメラに望遠レ

ソズを付け目食の進捗状況をカラー撮影した．皮

肉な事に第4接触頃晴天となる．絶対較正用撮影

を行ない全ての観測を終了し，暗室に一てフィルム

を取出し，鉛板で包装する．14時過ぎLEMIGAS

の所長招待の昼食会に出席の後，機械の整理，撤

収に入る．

　6月12日（晴）　観測機械の解体，梱包作業を

行なう．ソ目で観測した岡本が機械を持って来

訪，梱包をする．田中，岡本は，ソロ，ジャカル

タ経由で14目に帰国した．若林元参事官ジャカル

タに帰る．

　6月13目（晴）　観測機械の解体，梱包作業を

引続き行なう．黒田氏はジャカル州こ帰る．

　6月14日（晴）　小物，雑品の梱包をし，梱包

作業を終える．LEMIGAS事務所で滞在中の諸

経費の支払いを済ませる．東北犬，LAPANの観

測班がチェヅプを離れ帰途についた．夕方より

LEMIGAS　主催の送別会が食堂で開かれ，我々

と東北大斎藤，及び我々の世話をしてくれた

LAPANのメソバー達が出席した．

　6月15目（晴）　到着した2台のトラックは観

測機械を積込み午前中にスラバヤに向った．我々

はLEMIGASに滞在中の謝意を述ぺ，午後スラ

バヤに向い，夕方京都隊（ツーバソ），緯度観測所

隊（モジュケルト），水路部（ツーバソ）等の天文

観測班全負が集結する．

　6月16日（晴）　輸送会杜に行き，帰路の機械

の確認，輸送，通関等の手続きをする．夜，在ス

ラバヤ日本公使館主催の夕食会に出席する．

　5月17日（晴）　今日から2班に別れ，1班は

バリ島経由で20目に帰国，もう1班は，バソドン，

ジャカルタ経由で22目に帰国した．
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5－4　目食当目の行動

タイムスケージュール表で記す、

水平望遺鏡及び20cm赤道讐によるタイムスケジュール

　一90：00

　－60：OO

　－40：00

　－37：OO

　－30：48

　－24：OO

　－20：00

　－17：OO

　－10：00

　－91oo

◎一7：OO

　＿6：50

　＿6：00

◎一4：55

　－3：00
　－　1：OO

　0：00

＋O：04

＋O：05

＋1：15

　h　　m　　s

830頃
930頃
100112

　3112
　5112
　5412
110000

　0712
　1112
　1412
　2112
　2212
　2412
　2422
　2512
　2617
　2812
　3017

3112

3116

3117

3227

十　2：49　　　　3401

十3：19

＋3：50

＋4：00

十5：08

十6：22

　3423
　3431
　3502
　3512
　3544
　3610
　3620
　3624
　3734
1230頃
1330頃

各カメラにフイルム装填，フイルターボックスを冷却

望遠鏡，シーロスタット，カメラ，制御装置点検終了

時計モーター　AC→DC，フイルター温度コントローラー　ON

ビデオ電源　0N，モニターTV電源　ON

記録用テープレコーダー　ON

主制御装置　電源　ON

命令用テープレコーダー　スタート

ペンレコーダー（2台）記録スタート　（記録のチェック）

35mmカメラ　4台　手動露出　　　（テストを兼ねる）

ビデオ録画　スタート

35mmカメラ　4台　手動露出
主制御装置　リセット，オート　モードにする．

11m水平望遠鏡　自動制御スタート

11m水平望遠鏡　対物レンズ絞り　除去

35mmカメラ　自動撮影スタート，水平カメラ　焦点チェック

赤道儀　Aプログラムスタート

35mmカメラ　30秒おき1駒撮影スタート

赤道儀　対物レンズ絞り　除去，フイルターセット

　　　　　　　　　　（5303干渉フイルター，偏光フイルター）

第2接触

ビデオNDフイルター　撤去

赤道儀（Aプ藺グラム）撮影開姶

11m水平望遠鏡　蘭mmカメラ　前半終了，大型カメラに切換

11㎜水平望遼鏡　大型カメラ撮影開始

赤遺儀　Aプログラム終了，カメラ入替　フイルター切換

　　　　　　　　　　（5780干渉フイルター，偏光フイルター）

赤遺儀　Bプ回グラム　スタート，撮影開始

11㎜水平望遠鏡　フイルター切換　　　　5100ご5303

大型カメラ撮影終了，3駁mmカメラに切換

11m水平望遠鏡　35mmカメラ　撮影後半スタート

赤道儀　Bプ測グラム終了

赤遺儀及びビデオに対物レンズ絞り　挿入

第3接触

11m水平望遠鏡　対物レンズ絞り　揮入

11岬水平望遠鏡　撮影終了

絶対較正用の太陽及びウェッヂ撮影

カメラを取りはずし，暗室に格納する
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　5－5　観測結果

　撮彰さ2’1たフィルムは鉛シート袋に人れて包み

日本に持ち帰った．塊像については，35mmフ

ィルムはD－19現像液を使用し24…5Cで4分，

太陽．単色写真儀室の暗室で行なった．また　6×7

フィルム，航空フィルムは株式会杜八州において

コダソクタィ7B（バー1＋マソト）現像液により

29？5C，　4フィート1分にて行なった．観測は嚢

に阻まれたので、35mmフィルム（モ＿タ＿ド

ライブカメラ）では赤道域（A，Bカメラ）撮影の斗、

のは3駒，極域（C，Dカジヲ）撮影のものは8

駒，6x7ワィルム（アサヒペンタヅクス6×7カ

貞ラ）では5303Aに偏光フfルター付で撮影し

たものは露出10秒と30秒の2駒，5780Aにf扁光

7イルターなLで搬影したものは，露出1／4～1

秒のものが6駒，そわそオ1かすかに写っていた．

大型カノラは露出時問を予定よ‘）も長くLて撮影

したが，」兇像された7イルムはどの駒も1裏の影響

を受けていた．従って測光できるデータとは．→え

ない．LかL人型カメラで撮彩したものには我々

がl1的と1．ていたl1ロナの細かな筋状模様は’ゲっ

・他

ている（図23）．雲の透過率のむらは，コロナ0）

筋構遭のサイズより大きいものと仮定し，大型カ

メラで撮影さ加たプィルムのiso・photoを求め，

筋構造を求めた．8本の筋を測定し，強度が半分

となるところの幅の平均は，10”にな一〕た．モジ

ョケルトでの緯度観測所（佐藤，久慈）の観測は

晴天の下でコロナが撮影されたので，そのフf几

ムからコPナ筋構遭近辺の輝度を求め、我々が求

めた筋構造の幅10”から筋構造の電千密度を求め

た．その結果は筋ごとによって異なるが，k陽線

から0．15R⑤の高さで電子密度は（1H5）×10o個！

cm3となった．これ．はNewkirkが求めた傲犬期

のコロナモデルの偵の約10倍となる（E．Hiei　et

al，1986）．

　今1口1の日食については，非常に多くの方々のお

此話になった．　　　　　　　実施｝こあたって懇切

なる指導と援助を賜わった日本学術会議’疋文学俄

一兜連絡委員会臼食分科会，文芹1焔学術国際局国際

一≡字1術課，同研究機関課，外務省情報支化尉文化第

2課，件fンドネシ7［・1木大flξ蛸，作スラバヤ］

閑23パilカノ予に、川撮影されたl1ロナ像
　　　1．lu川fll　　，l1l・l1lllポi1い1’T、．：12砂銘i［一！
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本公使館，ユネスコジャカルタ本部，イソドネシ

ア日食委員会，インドネシア宇宙航空局，イソド

ネシア石油公杜（LEMIGAS），丸紅株式会杜，

東京大学事務局，東京天文台事務部及び太陽物理

部，乗鞍コロナ観測所に心から感謝の意を表す

る．また観測機器の製作については，目本光学工

業，三鷹光器，東京天文台実験工場，旭光学工

業，五藤光学，目本プロフォト，シーベル機械，

エニーテヅク，輸送及び現地での各種の交渉につ

いては，㈱丸運，丸紅株式会杜ジャカルタ支店，

同スラバヤ出張所等の御厚意により観測行が無事

終了したことをあわせて感謝するものである．

　尚，本観測は，昭和58年度文部省科学研究費海

外学術調査及び昭和57，58年特定研究経費により

行なわれた．
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